
発行 辻川区 ［辻川公民館］ 

〒679-2204 福崎町西田原 1227

TEL 0790-22-5763 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www10.plala.

or.jp/tujikawa/ 

                 
 

                 

                             

  

   

協
議
員
会
は
今 

２
・
３
月
の
定
例
協
議
員
会
で

の
報
告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介

し
ま
す
。 

① 

山
口
堂
改
築
建
設
委
員
選
出
。
協

議
員
・
老
人
会
・
歴
史
探
検
隊
を

中
心
に
十
二
名
に
委
嘱
予
定
。 

② 

今
年
度
の
防
災
訓
練
で
は
消
火

訓
練
と
防
災
マ
ッ
プ
作
成
の
た
め

の
ま
ち
歩
き
を
実
施 

③ 

一
九
隣
保
近
く
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
改
修
。
ゴ
ミ
は
回
収
当
日

の
朝
に
出
す
よ
う
啓
蒙
徹
底
。 

④ 

区
内
の
神
社
と
お
堂
は
す
べ
て

建
物
共
済
に
加
入
し
た
。 

⑤ 

公
民
館
前
に
５
月
を
め
ど
に
防

犯
灯
設
置
。
防
犯
灯
の
球
切
れ
に

ス
ム
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
区

内
防
犯
灯
に
通
し
番
号
を
。 

⑥ 

「
子
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の

家
」
登
録
を
呼
び
か
け
て
は
。 

⑦ 

街
づ
く
り
事
業
と
し
て
鈴
の
森

駐
車
場
案
内
標
識
を
左
記
案
内
看

板(
観
光
マ
ッ
プ)

と
併
せ
て
設
置
。 

お
知
ら
せ 

■ 

旧
道
か
ら
北
方
を
中
心
に
２
１

箇
所
に
案
内
看
板
を
設
置
。
現
在

地
と
ス
ケ
ー
ル
を
表
示
（
下
写
真
）
。 

■ 

例
年
、
５
月
連
休
前
に
行
わ 

れ
て
い
た
「
民
俗 

辻 

広
場
ま 

つ
り
」
は
、
８
月
の
「
柳
田
國 

男
５
０
年
祭
」
と
同
時
開
催
に
。 

■ 

辻
川
鬼
太
鼓
が
５
月
３
日
、
町

制
５
５
周
年
記
念
式
典
に
出
演
。 

《 

当
面
の
予
定 

》 

５
月
１
５
日 

溝
普
請 

（
辻
川
山
清
掃
の
同
日
実
施
検
討
） 

６
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

７
月
２
日(

土)   

各
種
団
体
・
隣
保
長
会
議 

   

◇
１
月
１
・
２
日 

正
月
祭
り 

◇
１
月
９
日(

日) 

冬
え
び
す 

 
 

十
隣
保
の
方
を
始
め
、
３
０
余
名

の
参
拝
が
あ
り
ま
し
た
。 

◇
１
月
１
５
日(

土) 

と
ん
ど 

翌
１
６
日
は
日
中
の

高
気
温
が

1
.1

度
と
今
シ
ー
ズ
ン
で

も
冷
え

込
ん
だ
一
日
で
し
た
。 

以
上
十
隣
保 

◇
２
月
３
日(

木)

節
分 

年
越
祭 

 
 

十
一
隣
保

初
の
祭
儀
。

も
世

帯
数
の
少
な
い
隣
保
で
す
が
、
歳
灯

(

さ
い
と) 

←
柴
灯
・
斎
灯(

さ
い
と
う)

は
大

き
く
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。 

◇
２
月
２
０
日(

日) 

初
午
祭 

 

景
品
集
め
が
困
難
で
あ
る
等
に
よ

り
、
福
引
が
取
り
や
め
に
な
り
ま
し

た
。
福
引
を
は
じ
め
初
午
祭
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
検
討
の
時
期
が
来
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

        

事
業
報
告 

◆
１
月
１
６
日
（
日
） 

平
成
２
３
年
度
辻
川
区
総
会 

 

９
８
名
出
席
。
新
区
内
入
り
４
世

帯
。
第
１
～
４
号
及
び
そ
の
他
議

案
承
認
。
区
長
・
協
議
員
選
出
。 

[

質
問]

： 

会
計
報
告
に
残
高
証
明

の
添
付
を
。
山
口
堂
の
改
築
費
用

支
出
に
つ
い
て
は
慎
重
に
調
査
研

究
を
。
鈴
の
森
神
社
の
玉
垣
改
修

は
ま
ず
境
内
と
本
殿
周
辺
か
ら
。

村
入
り
の
規
約
運
用
に
関
し
て
不

公
平
感
の
是
正
を
、
等
。 

◆
１
月
２
２
日
（
土
） 

新
隣
保
長
会
議 

① 

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
選
出 

② 

町

内
会
費
徴
収
に
つ
い
て 

③ 

２
～

４
月
行
事
・
事
業
確
認 

④ 

平
成
２

３
年
度
祭
礼
行
事
日
程
に
つ
い
て
等 

◆
２
月
１
９
日
（
土
） 

福
崎
町
民
生
委
員
合
同
防
災
訓
練 

民
生
委
員
と
民
生
協
力
委
員
に
よ

る
区
内
災
害
時
要
援
護
者
の
安
否
確

認
訓
練
実
施
。
対
象
者
２
５
名 

◆
３
月
６
日
（
日
） 

自
主
防
災
訓
練 

消
防
団
の
斡
旋
に
よ
る
消
火
器

販
売
・
薬
剤
詰
替
え
と
消
火
訓
練

実
施
。「
火
事
だ
！
」
の
大
声
が
消

火
活
動
を
冷
静
に
さ
せ
る
そ
う
だ
。 

そ
の
後
の
防
災
マ
ッ
プ
作
成
の
た

め
の
「
ま
ち
歩
き
」
と
ま
と
め
の

会
に
は
総
勢
５
０
名
弱
が
参
加
。

初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。 
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柳
田
國
男
５
０
年
祭 

 
 
 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

福
崎
町
で
は
、
今
年
は
柳
田
國
男
の
５
０
周
忌

を
迎
え
る
年
と
し
て
、
山
桃
忌
に
併
せ
て
「
柳
田

國
男
５
０
年
祭
」
と
い
う
事
業
を
計
画
し
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
「
柳
田
國
男
生
誕
の
地 

福
崎
」
を

全
国
に
発
信
し
認
知
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
民
俗

学
の
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

こ
の
事
業
は
、
８
月
６
日
・
７
日
に
エ
ル
デ
ホ

ー
ル
・
辻
川
界
隈
・
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
な
会
場

と
し
、
全
国
か
ら
多
数
の
お
客
様
を
お
招
き
し
開

催
す
る
予
定
で
す
。 

「
生
家
」
の
あ
る
辻
川
区
と
し
て
は
、
「
辻
川

界
隈
展
」
「
民
俗
学
の
夕
べ
」
も
こ
の
事
業
に
参

加
を
し
て
、
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
「
民

俗
学
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

ふ
る
さ
と
の
文
化
を
育
み
、
地
域
住
民
一
人
ひ

と
り
の
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
と
熱
意
に
よ
っ

て
、
「
辻
川
ら
し
さ
」
に
こ
だ
わ
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
み
ん
な
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 
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平
成
２
３
年
度
辻
川
区
役
員
一
覧 

[

総
軒
数 

三
一
七
軒]

 
 

４
月
か
ら
団
体
役
員
に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
。〈
４
／
２
現
在
〉 

   

区 

長 
 

釜
坂 

道
弘 

副
区
長 

 
内
藤 

政
義
（
総
務
） 

会 

計 
 

新
見 
良
一 

協
議
員 

 

（ 

）
は
主
な
担
当 

 
  

釜
坂 

好
隆
（
土
木
） 

 
  

田
﨑 

正
和
（
広
報
） 

 
  

金
井 

年
郎
（
環
境
） 

松
岡 

博
子
（
文
化
） 

鈴
木 

健
文
（
体
育
） 

 
 

井
上 

良
宣
（
文
化
） 

 
 

山
本 

英
次
郎
（
環
境
） 

川
端 

一
郎
（
体
育
） 

会
計
監
査 

宮
島
勇
・
有
井
登 

隣 

保 

長
〔
◎
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
〕 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

  [

世
帯
数] 

 
 

１ 

多
田 

廣
明 

[
11
] 

 
 

２ 

松
岡 

信
孝 

[
14
] 

◎ 

３ 

福
富 

成
泰 

[
36
] 

１
４ 

多
田 

勝
三 

 [
9
] 

２
ブ
ロ
ッ
ク 

   

４ 

上
延 

 

孝  
 [

7
] 

◎ 

５ 

尾
上 

利
幸 

[
15
] 

   

６ 

古
井 

 

稔  
 [

9
] 

 
 

７ 

高
井 

紳
一 
[
11
] 

３
ブ
ロ
ッ
ク 

１
０ 

後
藤 

俊
彦 

[
5
3] 

１
１ 

伊
藤 

源
五 

 [
6
] 

◎
１
２ 

内
藤 

泰
彦 

 [
7
] 

１
３ 

岡
野 

晴
行 

[
2
2]
 

４
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

８ 

古
井 

徹
夫 

[
1
0] 

 
 

  

◎ 

９ 

伊
藤 

博
行 

[
30
] 

１
５ 

牛
尾 

要
次 

[
1
1] 

２
０ 

岡
部 

善
那 

[
1
4] 

２
１ 

松
岡 

 

均  
[
1
2
] 

５
ブ
ロ
ッ
ク 

１
６ 

松
本 

重
信 

 [
9
] 

１
７ 

長
谷
川
洋
一 

[
1
2] 

１
８ 

金
井 

年
郎 

[
1
0] 

◎
１
９ 

谷
口
不
二
也 

 [
9
] 

団
体
役
員
〔
代
表
の
み
紹
介
〕 

老
人
会 
木
村
正
一
（
第
１ｸ

ﾗ
ﾌ゙

） 

  
 
  

 
  

 
 

東 
益
巳
（
第
２ｸ

ﾗﾌ゙

） 

 

大
杉
忠
司
（
第
３ｸ

ﾗ
ﾌ゙

） 

女 

性 

部 

松
岡 
知
子 

商
工
部
会 

古
井 
徹
夫 

農
業
部
会 

上
延 

英
一  

消 

防 

団 

上
延 

雅
之  

青 

年 

団 

田
﨑 

浩
文  

小
学PT
A
 

山
下 

 

隆   

中
学PT

A
 

鈴
木 

智
久  

上
部
派
遣
役
員 

民 

生 

委 

員     

山
下
美
紀 

補 

導 

委 

員     

駒
田
富
男 

青
少
年
健
全
育
成
委
員 

釜
坂
好
隆 

体
育
普
及
員   

 

駒
田 

仁 

文
化
財
協
力
委
員 

高
井
紳
一 

人
権
教
育
推
進
委
員 

 

内
藤
政
義 

    
   

   
  

    

松
岡
博
子 

福 

祉 

委 

員     

岡
本
徳
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
岡
初
子 

 

   

鈴
の
森
神
社
の
境
内
に
は
、
参
道

の
坂
道
を
上
り
き
っ
た
と
こ
ろ
と
山

頂
（
山
口
堂
）
へ
の
出
口
に
、「
北
海

道 

○松 

松
岡
源
之
助
」
と
「
北
海
道 

○松 

松
岡
宗
次
」
の
門
柱
（
大
玉
垣
）

が
そ
れ
ぞ
れ
対
に
な
っ
て
奉
納
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
２
３
年
は

お
二
人
、
特
に
『
松
岡
源
之
助
』
さ

ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
八
隣
保
の

松
岡
秀
隆
さ
ん
に
よ
る
４
回
連
載

（
１
７
号
６
～
２
０
号
９
）
で
お
届

け
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

         ６ 
松
岡
源
之
助
の 

 
 

生
立
ち
と
生
涯 

 

松
岡
源
之
助
は
、
明
治
六
年
（
一

八
七
三
）
二
月
一
七
日
、
辻
川
一
一

八
番
地
で
、
父
福
五
郎
、
母
い
さ
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
辻
川

の
屋
台
蔵
の
北
辺
り
に
あ
た
り
ま
す
。

源
之
助
が
生
ま
れ
た
頃
、
松
岡
家
は
、

母
屋
の
ほ
か
に
、
そ
の
裏
に
続
く
二

反
（
注
１
）

ほ
ど
の
田
が
あ
り
ま
し
た
。

二
反
の
内
、
一
反
三
畝
は
自
作
、
残

り
の
七
畝
は
小
作
で
し
た
。 

 

源
之
助
が
十
三
歳
の
時
、
父
の
福

五
郎
が
亡
く
な
り
、
一
家
の
柱
と
な

っ
た
源
之
助
は
、
農
業
と
線
香
の
製

造
販
売
に
励
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
傍
ら
、
運
送
業
を
始
め
た
の
で

す
。
手
車
を
買
入
れ
、
米
を
飾
磨
ま

で
運
び
、
飾
磨
で
は
干
鰯(

い
わ
し)

な
ど

を
積
み
込
み
、
運
ん
だ
の
で
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
源
之
助
に
転
機
が
訪

れ
ま
す
。
十
六
歳
に
な
っ
た
時
、
大

阪
へ
出
た
の
で
す
。
大
阪
の
口
入
屋

（
注
２
）

で
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
順
慶
町

で
毛
糸
や
帽
子
な
ど
を
商
っ
て
い
る

大
谷
彌
助
商
店
で
し
た
。
こ
こ
で
働

く
よ
う
に
な
っ
た
四
年
目
の
或
る
日
、

店
主
を
訪
ね
て
き
た
人
が
、
頻(

し
き)

り
に
北
海
道
の
話
を
し
て
い
る
の
を

聞
い
た
源
之
助
は
、
北
海
道
に
渡
る

べ
く
、
主
に
暇
乞
い
を
し
、
母
に
相

談
を
し
ま
し
た
。
当
然
反
対
さ
れ
ま

し
た
が
、
何
と
か
許
し
を
得
、
明
治

二
四
年
、
小
樽
に
渡
っ
た
の
で
す
。 

 

そ
の
後
、
一
旦
、
辻
川
に
帰
り
、

再
び
北
海
道
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
室

蘭
に
上
陸
し
て
、
札
幌
を
経
て
空
知

郡
奈
井
江
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
奈
井
江
で
源
之
助
が
始
め
た

の
は
、
枕
木
の
販
売
で
す
。
明
治
二

九
年
当
時
、
日
本
鉄
道
会
社
に
よ
る

東
北
本
線
の
施
設
工
事
の

中
で
あ

り
、
枕
木
の
需
要
は
急
速
に
高
ま
っ

て
い
た
の
で
す
。
こ
の
事
業
で
の
成

功
を
経
て
、
源
之
助
は
富
良
野
村
東

中
に
移
り
住
み
、
松
岡
木
材
を
興
し

ま
す
。「
東
中
こ
そ
松
岡
木
材
部
と
し

て
事
実
上
の
発
祥
地
で
あ
る
」（

注
３
）

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
苦
難
の
中
に
あ
り

な
が
ら
も
順
調
に
推
移
し
て
い
っ
た

よ
う
に
見
え
る
源
之
助
で
す
が
、
一

大
窮
地
が
訪
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
石

狩
川
の
氾
濫
で
、
源
之
助
が
保
管
し

て
い
た
角
材
が
流
失
し
て
、
橋
や
道

路
だ
け
で
な
く
、
堤
防
や
田
畑
ま
で

も
破
壊
し
た
の
で
す
。
共
同
経
営
を

し
て
い
た
二
人
は
行
方
を
く
ら
ま
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
源
之
助
は
私

財
の
す
べ
て
を
補
償
に
充
て
ま
し
た

が
、
ま
だ
足
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た 

 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
源
之
助
を

見
て
い
た
人
が
い
ま
し
た
。
三
井
の

小
川
多
慶
で
し
た
。
愛
別
村
で
農
業

を
営
ん
で
い
た
失
意
の
源
之
助
に
、

小
川
は
山
林
業
を
も
ち
か
け
た
の
で

す
。「
も
う
山
は
懲
り
懲
り
だ
」
と
い

う
源
之
助
に
、「
儲
け
は
君
の
も
の
だ
。

損
は
三
井
で
始
末
す
る
」
と
い
う
信

じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
好
条
件
を
提
示

し
て
、
源
之
助
を
表
舞
台
へ
と
引
き

出
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
、
木
材
王
・

源
之
助
誕
生
の
礎
と
な
っ
た
の
で
す
。 

     

２隣保担当

鈴
の
森
神
社
の 

玉
垣
に
み
る
昔
の 

辻
川
の
賑
わ
い 

（
注
１
）

尺
貫
法
（
昭
和
三
四
年
に
廃
止
さ
れ
た
）
で
、

土
地
の
面
積
を
表
す
単
位
。
一
反(

た
ん)

は
三
〇

〇
坪
で
、
約
一
〇
〇
〇
㎡
（
＝
一
〇
ア
ー
ル
）
。

十
畝(

せ)

が
一
反
。 

（
注
２
）

奉
公
人
な
ど
の
斡
旋
を
業
と
す
る
と
こ
ろ
。 

（
注
３
）

眞
弓
政
久
著
『
故
松
岡
源
之
助
翁
追
慕
記
』 

編
集
中
記 

未
曾
有
の
大
震
災
、
私
た
ち
の

で
き
る
こ
と
を
行
動
に
。
長
期
持
久
戦
で
す
。


